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昭和41年9月10日

匿誼哩2.園謹畳謹~理

今月は市県民税の第2期分と

国民健康保険税の第3期分を

納める月です。

忘れない今ちに納入しておき

ましょう。
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(こ
v

』
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

こ
の
ご
老
人
は
、
鈴
田
の
前
田
源
吉

さ
ん
。
明
治
五
年
二
月
生
れ
だ
か
ら
、

当
年
と
っ
て
満
九
十
四
才
。
も
ち
ろ
ん

大
村
市
内
で
の
男
性
最
高
齢
者
i

|
。

非
常
に
元
気
で
、
朝
夕
の
ぞ
う
り
造

り
や
三
キ
ロ
は
な
れ
た
内
倉
の
ミ
カ
ン

園
に
草
取
り
に
出
か
け
る
の
が
こ
の
人

の
日
課
。

家
族
は
、
本
人
と
長
男
夫
婦
、
孫
夫

婦
、
孫
、
ひ
い
孫
の
十
一
人
家
族
で
、

お
正
月
や
お
盆
に
は
子
、
孫
、
ひ
い
孫

な
ど
三
十
人
余
り
が
集
る
と
笑
っ
て
お

ら
れ
た
。

健
康
法
は
、
す
き
き
ら
い
を
せ
ず
、

酒
、
た
ば
こ
を
の
ま
ず
、
運
動
を
す
る

こ
と
だ
と
の
こ
と
。

ずd

一

E
S
V九
月
十
五
日
は

一

一
~
帳
ヘ
「
敬
老
の
日
」
。
こ
↑

…
一
手
一
と
し
か
ら
「
と
し
一

一

Y
4
ま
り
の
互
の
名
一

~
~
民
~
前
が
変
っ
て
十
月
・
↑

…
r

市
一
一
十
日
の
「
体
育
の
一

一

!
i
日
」
と
と
も
に
、
一

一

国

民

の

祝

日

と

な

一

一
り
ま
し
た
。

}

一

一

V

こ
の
日
を
中
心
に
市
内
の
一

十
各
地
で
、
心
あ
た
た
ま
る
敬
↑

-
老
会
が
催
さ
れ
る
で
し
ょ
う
一

一
が
、
休
日
に
な
っ
た
の
を
機
一

↑
会
に
、
こ
の
日
を
老
人
本
位
一

一
の
家
庭
の
日
と
し
て
す
ご
し
一

一

た

い

も

の

で

す

。
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老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
一

一
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
も
で
き
、
一

一
最
近
の
お
と
し
よ
り
た
ち
は
一

一
ひ
と
む
か
し
前
に
は
想
像
で

…

一
き
な
か
っ
た
ほ
ど
た
く
ま
し
一

一

く

見

え

ま

す

。

一
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そ
れ
だ
け
に
う
わ
ベ
だ
け
…

一
の
い
た
わ
り
ゃ
老
人
あ
つ
か
一

一
い
は
や
め
て
、
お
と
し
よ
り
-

…
の
心
を
理
解
し
、
日
ご
ろ
か
一

一
ら
一
家
の
老
人
に
対
す
る
愛
一

一
情
、
尊
敬
を
忘
れ
な
い
よ
う
-

一
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一

{
i
l
i
-
-
-

一
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このほど、 萱瀬ダムと郡川に、長さ 6セシ ー萱

チの鯉の稚魚、6，000匹を放流しました。これ 郡=瀬

は、郡川漁協と市県が協カして行なったもの 川=夕、

で、郡JIIの内水面漁業の振思と釣客誘致のた に ム
鯉と

めのものです。この稚魚の放流もことしで 6ーを

年目で、放流した魚の数もすでに約5万匹に=放

達しています。 =流

(2) り大村市政だよ昭和41年9月10日

保険、年金、汚物の届は

市民課の窓口へ

9月 8日から、市役所窓口の事務取扱が一

部変わり 、国民健康保険、日雇労{力者健康保

険と国民年金関係のいろいろの届出、申請、

汚物関係の届出、申請が市民課の窓口ででき

るようになりました。これは、今まではこれ

らの届出、申請、手続などの窓口が保険年金

課や、衛生課に分れていたものを、市民課に

統一し、よりいっそ う市民サービスに努める

ために行なったものです。

なお、福祉年金の届出やご相談は、いまま

でどおり保険年金課の窓口で行なっています

J 

年
金
だ
よ
り

で 金 取お
く課つり
だかてま
さ各いす
い出な。支 うなまれ届
。張いま給 も でいだての福
所方だもうす方受いた祉
では証始九 。が 取ため年
受 保書ま月 あっ 証提金
取険を つ分 るて書出定
つ年受ての よい をさ時

福祉年金証書を

受取っていない方ヘ

秋

は

発

生

暑
か
っ
た
夏
も
す
ぎ
、
こ

れ
か
ら
は

一
年
中
で
も
っ

と

も
し
の
ぎ
「や
す
い
季
節
と
な

り
ま
す
。

H

天
高
く
馬
こ
ゆ

る
秋
H

と
か
H

食

寸
|
|

欲
の
秋
H
H

と
か
い

一

わ
れ
る
よ
う
に
食

一

欲
が
進
み
ま
す
。

一

‘

し
か
し
夏
の
暑
さ

一

圃

か
ら
開
放
さ
れ
て
一

a

や
や
も
す
る
と
、

一

「
も
う
涼
し
く
な

「
ー
ー

っ
た
か
ら
、
伝

染

病

も
、

発
生
し
な
い
の
だ
ろ
う
」
と

い
っ
た
あ
や
ま

っ
た
考
え
か

ら
、
健
康
に
対
才
る
注
意
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
の

も
こ
の
季
節
で
す。

伝
染
病

は
夏
だ
け
の
も
の
で
は
な
く

一
年
中
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
大
村
市
内
で
の
伝
染

病
発
生
数
は
八
月
三
十
一
日

ま
で
に
二
百
十
名
と
な
っ
て

お
り
、
こ

の
後
も
発
生
の
危

険
性
が
十
分
あ
り
ま
す
の
で 伝

一染

病

一や

食

中

一毒

の

し
…や
一す

い
一季

…節

一で
一す

でる 会
、こ 食

おとな
互 がど
に予 の
手 想機
洗さ会
のれが
励ま 多
行すく !
しのな l

レヂ。Jス制。
~ I 匹".::::::三テ-;;./7 1 

注にり 1 柑.~Iちと主=手グ ! ましな食

意か ま Itこ ない ベ
をかす 、いよす
払ら。 調 ょうぎ
いな伝 つ にブ し か 要付の理う
まい染か はリ て 環 で け取 すにま 飲
しょ病う 十 なハ境する扱るしたみ
ようや必分どエを 。こい人ま在す
う細 食 要にの 、清 こと にもし冷ぎ
。心中が 気駆 ゴ 潔のが気食よ えを
の 毒あ を除キにほ必を品うをし

注
意
を
要
し
ま
す
、
特
に

こ

れ
か
ら
行
楽
の
ジ

i
ズ
ン
に

入
り
、

い
ろ
い
ろ
の
行
事
が

行
な
わ
れ
、
折
詰
、
弁
当
、

火
事
の
と
き
は
川
番
へ

雨
が
降
ら
な
い
た
め
、
水
も
不

空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、

足
勝
ら
で
す
。

八
月
中
に
も
、
市
内
で
十
一
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま

す
が
、

ほ
と
ん
ど
早
期
発
見
の
た
め
、
大
事
に

い
た
ら
ず
に

す
み
ま
し
た
。

火
事
の
と
き
は
あ
わ
て
ず
に
山
番
を
ま
わ
し
ま
し
ょ
ぅ
。

ぜ河
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ー旬、

あ口
か口
ち口
ゃ
ん
の
健
口康
口相
口談

(3) 

乳
児
の
健
康
相
談
を
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

目
的

ω小
児
科
の
専
門
医

が
、
家
庭
で
気
づ
か
れ
な
い

病
気
の
発
見
を
し
ま
す
。

ω疾
患
児
に
は
、
療
養
の
指

導
を
行
な
い
ま
す
。

ω適
切
な
育
児
方
法
の
指
導

を
行
な
い
ま
す
。

ω優
秀
な
赤
ち
ゃ
ん
や
育
児

の
努
力
杭
著
る
し
い
お
母
さ

ん
の
表
彰
を
行
な
い
ま
す
。

相
談
医

開
業
医
の
田
川
先

生
、
国
立
病
院
の
田
崎
先
生

市
立
病
院
の
出
口
先
生
の
、

い
づ
れ
か
が
担
当
し
ま
す
。

該

当

児

昭

和
四
十
年
八
月

一
日
か
ら
昭
和
四
十

一
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
も

の
、
お
よ
び
疾
患
で
診
察
を

希
望
す
る
六
才
未
満
の
幼
児

実
施
日
程

一
所

一
所

描

舘

園

↑

一

位

民

稚

一

一
役

町

公

幼

一

一

味

古

浦

一
場
一
市
町
山
一誠

一一一

一
l

一

日

日

日

日

一

Eι

一

円

百

円

u
t
i
η
d

一
施

一
江

2

2

2

一
実
↑

川町

。

受
付
時
間

検
診
時
間

一
時
か
ら
三
時

三
十
分
ま
で

な
お
、
料
金
は
無
料
で
す

が、

母
子
手
帳
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
九
月
の
各
地
区
に

お
け
る
定
例
母
子
検
診
は
こ

の
乳
児
健
康
相
談
を
行
な
う

明
け
た
め
中
止
し
ま
す
。

次

し
は
せ

口
口
口

市

防

バ
イ
ク
の
標
識
を
取
替
え

例

制

口

口
口

駆

代

原

動

機

付

自

転

車

(

パ

イ

初

日

ク

)

の

標

識

を

つ
ぎ
の
日
程

μ札

ふ
れ

※

政

で

一
斉
に
取
り
替
え
ま
す
の

で
、

足
∞
C
C
以
下
の
.
ハ
イ

ク
を
持
っ
て
い
る
方
は
も
れ

一
時
か
ら
二
時

ま
で

結核健康診断を受けよう

該当者 市内に居住する小学校 1年以上の人

で、つぎの(イ)(ロ)に該当する人を除 く全員。

(イ)小学校、中学校、高等学校その他修学年限

1年以上の学校に在学中の学生。(ロ)各職場で

毎年事業主が実施する検診を受ける人はこの

検診を受ける必要はあり ません。

料金 いりません。

なお、結核検診は、健康であるなしにかか

わらず、毎年受けなければならないことに法

律でも定められています。

ボタンやホックのない下着であればそのま

ま受けられます。近くの会場で気軽るに受け

て ください。時間はかかり ません。どうして

も受診できない人は市役所衛生課か出張所へ

ご連絡ください。

ユ
な
く
も
よ
り
の
場
所
で
取
り

替
え
て
く
だ
さ
い
。

取
替
日
程

月 日 取替場所

9月20日 三浦出張所
I1 //日 鈴田出張所
11 21日 福重出張所
11 1/臼 松原出張所
11 22日 萱瀬出張所
11 24日 竹松出張所
11 26日 〆ノ

屋
外
広
告
物
の
コ
ン
ク
l

ル
の
締
切
り
は
九
月
二
十

九
日
で
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
市
の
土
木
課
へ
。

月 実施場 所 |時 間

9月
杭出津住宅事務所前 9.00----10. 3(f 
水田二区公 民 舘 11. 00----12.30 

19日
水田一区 11 14.00----15.0。

9.00----10.30 
20日 諏 訪 公 民 舘 11.00----12.30 
雄ケ原公民舘 14'.00----15.0。
熊野神 社鳥居横 9.30----10.30 

21日
舘ノ 川 入 口 11.00-12.0。
荒瀬公民舘 13.00 -14.00 
原 11 14.30"'-'15.30 

大村市 事業課 9 . 30 ~11. 00 
22日 池田公民舘 11.30-12.30 
池田住宅公民舘 14.00-15.30 

自口
.動口
必車口

支バ
ロ骨 イ
習
ク
を，ー
つ主

Ez 
ロC人
口ょは
口う

※時間はいずれも午前9時
から午後4時まで、です。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
十
月
十
一
日
か
ら
十
日
間

行
な
わ
れ
ま
す
。

お
互
が
注
意
し
あ
っ
て
、

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
大

村
市
を
築
き
ま
し
ょ

う
。

ま
た
、
つ
ぎ
の

日
程
で
交

通
法
規
の
講
習
会
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
必
ず
出
席
し
て

※受診もれの方、 保健所周辺の方は、9月中の毎
週土曜日の午前9時より11時までに大村保健所
で受診してください。

※26日以降は次号でおしらせします。

く
だ
さ
い
。

実施日場 所 1

9月21日長天神社会舘 1
1I 22日l 鈴田分校体育舘 l
11 24日;福重 小学 校 l
11 26日l 三 浦分校 l
H30日萱瀬公民 舘 |
※時間はそれぞれ午後7時
30分からです。なお、10月
1日以降の日程は次号の市
政だよりでおしらせします

酷暑よさらば・・・

暑さにしぼられた

夏も さり・…・・

秋がきた。

体力をと りも

どそう。

さあ
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原
付
バ
イ
ク
は

リミッターは契約している電流を

超える電気が流れると、自動的にス

イッチが切れるしくみになっていま

す。

例えば10アンペア契約の家庭で、
電燈3ゴ (80ワット2個、 40ワット1 I まつ在外動⑤い 締 す百 後万 に死④でよ合に

[ でい締と車 農 て 結 。五遺円至亡保きるはよ
個〉、テレピ 050ワット〉、冷蔵庫 i 存て結な(耕もさこ十傷 、る 11 険ま救 、つ

| 続はさっ耕作適れの万害傷ま百金す済政て
050ワット〉、電気釜(600ワット〉、 | さ保れてう業用て限円 11 害で五支 。を府損

ポット (400ワット)を一度に使かう | れ険ていん用さい度と七 11 の 十払 受の害
| ま期いま 機 小れる額な十五傷万限 け保を

と15アシペア 0，500ワット)が流れ | す問るす)型ま 契 はつ万十害円度 る障受
ますのでリミッターのスイッチは切 の契がは特す約すて円方 11 、額 こ事け

終初 、対 殊 o ~こでいか円五死は と業た
れてしまいます。 期に現象自 つにまら 、十亡、 がに場

Eびを代腹城つにりて純Zりま今た退いく純Z血し 三列ρi~
2たとりか内て見、こ門出す道。き、る 伊抽 と包 wb:JUJF7 
2純げとつに 縦せ首こ 、でた 純そ郡郡敵公を見囲 中 川町;
?伊 たなき引横よとに親、め利の岳川をを たさ岳 ノ、川/九
三公。 り つ揚無 。つ討 族大、は時の を討救開旗れ の ぺ\ir'，:/.:~

に使かうと iに郡 壮 てげ尽」て死の音大 敵 、山 渡ち いき本た合 田:aj;
ミ従岳烈純てにと貴5を逆 声手の 豪 中っと出かの主戦 歩 I芯jl:
;う にな伊火斬太 純ず遂 心で門目 勇 にてりしそ?武君 '羽・勺'，:'::''::!l
E者落る公を払 万省みぐ に「よをのの 椎討 、フ士の② ~"f引
iはち 最の 放にを 将る よ大りく 武 が場ち追じら身 グ)z刈

用をずらす '.::数 の期 身ち 振)なっ村 走ら . 土 れ に払 いてはj宣 Y-y.~'.，(i'~". .'1 ~ 
一一一.::....:.'，.-，，1:.いi ち

ヘj茎もた比塩船く君 松騎 '♂r(~I:ぷ i
1ぺ .Jtf.為 こが 松との?をしの八原に 1.y;.~'};，~，，:~ 

..c.:.'.Aif摂縁日 誌議 原い札ど用、 為 幡 の す 1.:'.;い:，f，:'~'~~ ~ バ ぷ山努壊認総会6aーう純二を意夜にの宿ぎ 汁ひょyaパ
し ~機撃謀総議議問機 総務長繍 ノ " 伊よ積しの 何別にず 1・:'!':".:'f':"
2絵 J議議議離懇醤議襲撃茅え:簿襲撃 郷あ 公いん 、明く当出 、 Jjλ/.，¥')' 
i法整嬢鱒鶴繍艦ミ通機懇総長議事 の ぷがで米けれ伊た 夜 /ぅ~'::，.，，:' ;~'::，t) ~~ 
zE簿欝翻露盤翠藤総論 議、伊 み与 船 、ぬ と 東 o ~こ 一一一

三先議選議顛覆饗盤領官之選滋正;震警菱重東 H え 出 みう心某 乗 パ?I

三生襲警霊堂乏三塁襲警三三議薄鐙議魁護家が らしそ ちをは じ ゅj
の 際簿襲撃議懇溜畿通討議議雰感謬繋議療経警 に今れ fこ 、につ主 て
書 醤謡議睦塑塑盤説霞 ..~~:~叫議綴務
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保
険
な
し
で
は
走
れ
ま
せ
ん

十
月
か
ら
原
動
機
付
自
転

車
は
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
と
運
転
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
違
反
し
た
と
き
は
、

六
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た

は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
近
年、

自
動
車
損

害
賠
償
保
障
法
の
対
象
外
で

あ
っ
た
原
動
機
付
自
転
車
に

よ
る
事
故
の
被
害
者
が
増
大

し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

被
害
者
に
対
し
て
も
、
自
動

女

ツターを

電気が消えたら

見ましょう

1た女

、、、、

女

車
事
故
に
よ
る
被
害
者
と
同

様
の
保
護
を
与
え
る
た
め
の

も
の

で
す
。

①
原
動
機
付
自
転
車
と
は
総

排
気
量
百
二
十
五
C
C
以
下

の
二
輪
車
を
い
い
ま
す
。

②
こ
の
原
動
機
付
自
転
車
を

運
転
す
る
も
の
が
人
身
事
故

を
起
し
た
と
き
は
、
無
過
失

責
任
に
近
い
損
害
賠
償
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
原
動
機
付
自
転
車
に
ひ
き

逃
げ
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は

無
保
険
の
原
動
機
付
自
転
車

1ミ

メーターがついているほとんどの

家庭には、 契約電流にあったリ 三ツ

ター(電流制限器)がついています。

カ1た女

こんな場

合は電気釜

ます。

を少し早め

テレビの使

など、同時

に使用する

電気の容量

が1キロワ

かポットや

と再び電気

はつくよう

ット以上に

うにしてか

になってい

らリミッタ

チを入れる

ならないよ

ーのスイ ッ
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t 
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3
・
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